
 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年 4 月以降に交通ルールが大きく変わります 

2026 年は、道路交通法が大きく変わる“転換点”の年です。自転車は「軽車両」であり、車

と同等に扱われます。また、通勤や業務中に従業員が事故を起こすと企業が損害賠償責任を負う

可能性があります。車や自転車の使用ルールについて職場全体で再確認しましょう。 

1. 自転車に「青切符」導入（2026 年 4 月 1 日〜） 

自転車に青切符制度（交通反則通告制度）が導入され、16 歳以上の自転車利用者が対象とな

り違反行為に反則金が科されます。これまで「指導・警告」で済んでいた行為が、正式な違反扱

いになります。違反数は 100 種類以上あり、ながらスマホ・信号無視・無灯火・傘さし運転な

どの日常的な行為が処罰対象です。 

 

 

 

 

 

携帯電話使用等 

12,000 円 

 

 

 

 

 

遮断踏切立入り 

7,000 円 

 

 

 

 

 

信号無視 

6,000 円 

 

 

 

 

 

右側通行 

6,000 円 

 

 

 

 

 

無灯火運転 

5,000 円 

 

 

 

 

 

傘さし運転 

5,000 円 

 

 

 

 

 

イヤホン等使用 

5,000 円 

 

 

 

 

 

制動装置(ﾌﾞﾚｰｷ)不良 

5,000 円 

 

 

 

 

 

一時不停止 

5,000 円 

 

 

 

 

 

徐行義務違反 

3,000 円 

 

 

 

 

 

二人乗りや二台並走 

3,000 円 

 

 

 

 

 

ベル鳴らしすぎ 

3,000 円 

 

※酒酔い運転、酒気帯び運転、妨害運転などの 

悪質なものは刑事罰の対象(赤切符)です！！ 
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2. 車が自転車を追い越す際の新ルール（2026 年 4 月 1 日〜） 

自動車・原付が自転車を追い越す際、原則 1.5m 以上の安全な間隔保持と、狭

い場所での低速走行（徐行）が義務化されます。これに違反し、幅寄せや危険な

追い越しをした場合、反則金 7,000 円（原付は 6,000 円）と違反点数 2 点が

科されます。 

 

3. 普通仮免許の取得年齢引き下げ（2026 年 4 月 1 日〜） 

普通自動車・準中型自動車の仮免許取得および運転免許試験の受験可能年齢が、現在の「18

歳以上」から「17 歳 6 か月以上」に引き下げられます。この改正により、1 月～3 月生まれの

「早生まれ」の高校生でも、在学中に免許を取得しやすくなります。18 歳未満で試験に合格し

ても、免許証の交付は 18 歳以降となります。 

 

4. 生活道路の法定速度が 30km/h に（2026 年 9 月 1 日〜） 

中央線のない狭い生活道路の法定速度が 60km/h から 30km/h

へ引き下げられます。住宅街や通学路などでの歩行者・自転車の安全

確保が目的で、標識がない道路も対象となり、速度超過は違反となり

ます。 

交通ルール Q&A 

Q1 歩道に歩行者がいない場合、自転車は運転者の年齢や道路標識等の有無にかかわらず、歩道

を通行できる？ 

 

 

 

 

Q2 自転車が路側帯を通行する場合は、どちら向きで通行しても構わない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従業員一人ひとりが新ルールを理解し、職場全体で教育・ルール整備を進

めることで、事故ゼロ・違反ゼロの職場づくりが実現します。 

詳しくは警視庁ホームページ【自転車の交通安全】をご確認ください！ 

井上病院附属診療所 健診センター 文責： 保健師 土井智子 

道路交通法上、自転車は軽車両と位置付けられていますので、歩道と車道の区別

のあるところは、原則として、車道の左側に寄って通行しなければなりません。た

だし、道路標識で指定された場合や児童・高齢者・身体障害を有する者や状況から

見てやむを得ない場合のみ自転車で歩道を通行することが出来ます。 

自転車は、車道を通行する場合は、左側を通行しなければなりません。また、路

側帯を通行する場合でも、左側部分に設けられた路側帯を通行しなければなり

ません。路側帯を通行する場合は、歩行者の通行を妨げないような速度と方法

で通行しなければなりません。 

また、２本の白線で区画された路側帯は「歩行者用路側帯」で、 

自転車は通行できません。 

歩道を通行する場合はどちらの向きで通行しても 

構いませんが、歩道の中央から車道寄りの部分を徐 

行しなければならず、歩行者の進行を妨げることと 

なるときは一時停止しなければなりません。 


